












































































































， 生かして次の 2 つの目標
を実現する分析手法について調査・検討した． 
目 1）風水 定量的な評価 
目 2）風水  




































































































































































































































































































































































































 目標 2 は，風水害に備えた必要かつ十分な資金（保険，
手元資金など）を算出する仕組みづくりである．破産確率
は災害特性と財務変動と対応関係があることから，財務上
の安全基準を基に保険金や手元資金などを逆算することが
できる．その特性を用いて実用的な計算手法を検討した． 
 上記の目標を達成するため，次の手順で研究を行った． 
① データの収集・整理 
② 災害特性の分析 
③ 支払能力の評価 
④ 調達金額の試算 
⑤ 分析結果の考察 
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